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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第37期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 830,347 4,829,606

経常利益又は又は経常損失（△）（千円） △132,994 184,685

四半期（当期）純損失（△）（千円） △158,865 △136,181

純資産額（千円） 1,033,228 1,200,525

総資産額（千円） 5,875,147 6,252,545

１株当たり純資産額（円） 258.35 300.18

１株当たり四半期（当期）純損失（△）

金額（円）
△39.72 △34.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 17.6 19.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
237,229 83,149

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△134,450 △28,420

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△93,222 △468,823

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
149,442 139,887

従業員数（人） 240 235

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　      ２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 240 (23)

　（注）　従業員数は就業人員のうち当社グループ外から当社グループへの出向者、嘱託社員、常用パート、人材会社からの

派遣社員及び期間工は含んでおりません。また、臨時雇用者数（当社グループ外から当社グループへの出向者、

嘱託社員、常用パート、人材会社からの派遣社員及び期間工）は当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）

外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 233 (23)

　（注）　従業員数は就業人員のうち社外から当社への出向者、嘱託社員、常用パート、人材会社からの派遣社員及び期間工

は含んでおりません。また、臨時雇用者数（社外から当社への出向者、嘱託社員、常用パート、人材会社からの派

遣社員及び期間工）は当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績の事業の種類別セグメント別内訳を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

サイン製品事業  　

コーポレートサイン 82,814 －

プレートサイン 84,269 －

外部サイン 252,426 －

内部サイン 83,553 －

その他 96,390 －

合計 597,446 －

　（注）１．金額は製造原価で示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況の事業の種類別セグメント別内訳を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
金額

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

サイン製品事業  　  　

コーポレートサイン 100,530 － 6,084 －

プレートサイン 118,825 － 2,501 －

外部サイン 372,344 － 13,214 －

内部サイン 140,512 － 13,703 －

その他 111,314 － 6,883 －

合計 843,526 － 42,386 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績の事業の種類別セグメント別内訳を示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

サイン製品事業  　

コーポレートサイン 107,182 －

プレートサイン 118,115 －

外部サイン 357,377 －

内部サイン 123,840 －

その他 123,831 －

合計 830,347 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社研創(E01428)

四半期報告書

 5/20



２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　（1）業績の状況

　　　当第１四半期における国内経済は、収束の兆しが一向に見られない原油をはじめとする原材料価格の高騰に加

　　え、米国サブプライムローン問題の影響による世界的な株価下落や円高等により、景気の減速懸念が一層強まっ

　　た状況でありました。

　　　中でも、当社が受注の拠り所としておりますビル建築業界におきましては、鉄鋼価格の高騰によるビル建築の

　　中止、延期等が多くみられ、ビルに付帯するサインの需要も著しく減少し、厳しい受注環境が続いております。

　　　このような環境の中、当社は採算重視と厳格な与信・債権管理を念頭に置きながら、攻撃型営業を推進し、収

　　益確保に取り組んでまいりました。

　　　しかしながら上述のごとく景気減速の中でのサイン需要減少を克服することができず当初予想の売上・利益を

　　確保することができませんでした。

　　　この結果、売上高は８億30百万円、営業損失は１億27百万円、経常損失は１億32百万円、四半期純損失は１億

　　58百万円となりました。

　（2）キャッシュ・フローの状況　

　　　当第１四半期における総資産は、5,875百万円となり、前連結会計年度末比377百万円の減少となりました。そ

　　の主な要因は売上債権が379百万円減少したことによるものであります。

　　　なお、純資産は1,033百万円となり、自己資本比率は17.6％と前連結会計年度末に比べ1.6％悪化しておりま

　　す。

　（キャッシュ・フローの状況）

　　　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は149百万円となり、前連結会計年度に比べ９

　　百万円増加しました。

　（営業活動によるキャッシュフロー）

　　　当第１四半期連結会計期間の営業活動の結果得られた資金は237百万円となりました。主な要因は売上債権が

　　379百万円減少したことによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュフロー）

　　　当第１四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は134百万円となりました。主な要因は固定資産の

　　取得による支出が130百万円あったことによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュフロー）

　　　当第１四半期連結会計期間の財務活動によって支出した資金は93百万円となりました。主な要因は借入金の純

　　減額が76百万円あったことによるものであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,022,774 4,022,774
ジャスダック証券取引

所
－

計 4,022,774 4,022,774 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 4,022,774 － 944,637 － 264,930

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）

普通株式　　 　23,000
－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　  3,972,000　 3,972 　－

単元未満株式 普通株式　     27,774 － 　－

発行済株式総数 4,022,774 － 　－　

総株主の議決権 － 3,971 　－　

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

　      ２．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数１個）含まれ

　　　　　　ております。

３．「単元未満株式」欄も普通株式には、当社保有の自己株式が367株含まれております。 

②【自己株式等】

　

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　株式会社　研創

　広島市安佐北区

　　上深川町448番地
23,000 － 23,000 0.57

計 － 23,000 － 23,000 0.57

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 299 302 299

最低（円） 290 300 290

　（注）　最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、西日本監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 293,442 288,887

受取手形及び売掛金 1,308,713 1,688,102

製品 45,598 40,462

原材料 93,604 99,636

仕掛品 40,358 42,856

その他 83,072 66,181

貸倒引当金 △4,745 △5,638

流動資産合計 1,860,044 2,220,487

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,292,021 1,306,944

土地 1,669,818 1,669,818

その他 496,826 493,789

有形固定資産合計 3,458,667 3,470,552

無形固定資産 13,978 14,739

投資その他の資産

投資有価証券 363,587 352,580

その他 202,253 202,491

貸倒引当金 △23,383 △8,307

投資その他の資産合計 542,457 546,765

固定資産合計 ※1
 4,015,103

※2
 4,032,057

資産合計 5,875,147 6,252,545

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 795,703 918,586

短期借入金 1,538,006 1,788,744

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 2,473 6,352

賞与引当金 91,453 53,401

役員賞与引当金 2,725 －

その他 310,995 298,673

流動負債合計 2,751,356 3,075,758

固定負債

長期借入金 1,669,441 1,495,689

退職給付引当金 94,396 156,693

役員退職慰労引当金 315,341 310,762

その他 11,383 13,116

固定負債合計 2,090,562 1,976,261

負債合計 4,841,918 5,052,019

純資産の部

株主資本

資本金 944,637 944,637

資本剰余金 264,930 264,930

利益剰余金 △138,012 40,851

自己株式 △8,036 △8,006

株主資本合計 1,063,519 1,242,412

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △30,290 △41,887

評価・換算差額等合計 △30,290 △41,887
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純資産合計 1,033,228 1,200,525

負債純資産合計 5,875,147 6,252,545
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 830,347

売上原価 599,453

売上総利益 230,894

販売費及び一般管理費 ※1
 358,314

営業損失（△） △127,420

営業外収益

受取利息 2,742

受取配当金 2,588

受取地代家賃 507

その他 2,382

営業外収益合計 8,220

営業外費用

支払利息 13,387

その他 406

営業外費用合計 13,793

経常損失（△） △132,994

特別利益

固定資産売却益 2,210

償却債権取立益 438

特別利益合計 2,649

特別損失

固定資産売却損 6,028

特別損失合計 6,028

税金等調整前四半期純損失（△） △136,372

法人税、住民税及び事業税 3,945

法人税等調整額 18,546

法人税等合計 22,492

四半期純損失（△） △158,865
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △136,372

減価償却費 34,503

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,182

賞与引当金の増減額（△は減少） 38,052

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,725

退職給付引当金の増減額（△は減少） △62,296

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,578

受取利息及び受取配当金 △5,330

支払利息 13,387

有形固定資産売却損益（△は益） 3,817

売上債権の増減額（△は増加） 379,388

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,929

仕入債務の増減額（△は減少） △122,883

その他の資産の増減額（△は増加） △34,553

その他の固定負債の増減額（△は減少） 116,614

小計 252,742

利息及び配当金の受取額 4,636

利息の支払額 △15,098

法人税等の支払額 △5,051

営業活動によるキャッシュ・フロー 237,229

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 241,000

定期預金の払戻による収入 △236,000

有形固定資産の取得による支出 △130,448

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △13,250

貸付金の回収による収入 4,248

投資活動によるキャッシュ・フロー △134,450

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,738

長期借入れによる収入 458,400

長期借入金の返済による支出 △284,648

長期未払金の返済による支出 △1,733

自己株式の取得による支出 △30

配当金の支払額 △14,473

財務活動によるキャッシュ・フロー △93,222

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,555

現金及び現金同等物の期首残高 139,887

現金及び現金同等物の四半期末残高 149,442

EDINET提出書類

株式会社研創(E01428)

四半期報告書

14/20



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変

更

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期

連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号平成18

年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として総平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）により算定しております。

　これによる影響額は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　 　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　 　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社の機械装置については、従来、耐用年数を６～15年と

しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より法人税

法の改正を契機とし見直しを行い、６年に変更しておりま

す。

　これによる影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　減価償却累計額　　　　　　　　3,249,950千円

　

※２　減価償却累計額　　　　　　　　3,271,134千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費の主な費目及び金額

　

　賞与引当金繰入額 16,107千円

　役員賞与引当金繰入額 2,725千円

　退職給付費用 1,939千円

　役員退職慰労引当金繰入額 4,578千円

　給料手当 97,923千円　

　貸倒引当金繰入額 14,166千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲載

されている科目の金額との関係

　

　 （千円）

　現金及び預金勘定 293,442

　預入期間が３ヶ月を超える

　定期預金
△144,000

　現金及び現金同等物 149,442

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　4,022,774株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　   　23,467株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 19 5.0 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

サイン事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合

がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが事業の運営において重要でなく、また前連結会計年度末日と比べて著しい変

動が認められませんので記載を省略いたします。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要ではなく、また、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められませんので記載を省略いたします。
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（ストック・オプション等関係）

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 258.35円 １株当たり純資産額 300.18円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 39.72円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） △158,865

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △158,865

期中平均株式数（株） 3,999,357

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に準じて会計処理をおこなっておりますが、

リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められませんので、記載を省略いたします。

　

　

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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当年／レビュー報告書

 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月１日

株式会社研創

取締役会　御中

西日本監査法人

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 静川　　周　　印

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 栗栖　正紀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社研創の平成

20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社研創及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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